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「支え愛マップ」の更新について
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Ｐ.6 令和６年度収支決算報告、寄付紹介

P.7 デイサービスだより

P.8          作業所だより

■広報誌の主な内容
■池田食堂おしゃべりランチ会

冷やし中華 筑前煮
おにぎり ポテトサラダ
ちまき 冷やしカスタード

6月20日（金）に池田分館で開催された「池

田食堂おしゃべりランチ会」に若ざくらふれあい

作業所の利用者と職員が参加し、地域の方々と

交流しました。食事の後には、モルックを楽しみ

ながら、和やかな時間を過ごしました。

広報誌への写真掲載はご本人のご了解をいただいております。

モルックは、木の棒（モルック）を投げて、番号が
書かれたピン（スキットル）を倒し、ちょうど50点を
目指すフィンランド発祥のスポーツです。
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新会長挨拶

社会福祉法人若桜町社会福祉協議会

会長 山根 巌
やまね いわお
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。
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苦情処理体制の紹介

１．苦情処理責任者（事務局長）の設置

社協内の苦情解決の仕組みなどについて

利用者に周知するとともに、苦情を速やか
に解決するように努めます。

若桜町社会福祉協議会に関する苦情解決
において社会性や客観性を確保し、利用者
の立場や特性に配慮した適切な対応を推進
するため、２名の第三者委員を設置してお
ります。

２．苦情受付担当者の設置

利用者からの苦情の受付と苦情内容や利
用者の意向等の確認と記録、受け付けた苦
情及び改善状況等について責任者及び第三
者委員への報告を行います。

３．第三者委員の設置

この度、令和５年にご逝去された

故 岡田妙子様(若桜町大野)のご遺志

により、3,987,298円のご寄付を賜

りました。関係者によると故人は生

前、関わりのあった若ざくらふれあ

い作業所、デイサービス、ヘルパー、

ケアマネジャーに「お世話になっ

た」とおっしゃっておられ、そのお

気持ちから本会へのご寄付を遺言し

てくださいました。

故ご利用者様から
遺贈寄付をいただきました

故人のご厚意と地

域福祉への深いご理

解・ご貢献に対し、

心より感謝申し上げ

ますとともに、謹ん

で哀悼の意を表しま

す。

『支え愛マップ』更新のご案内

支え愛マップ更新等については若桜町社会福祉協議会が
お手伝いします。まずは社協へご相談ください

災害時など、いざという時に頼りになるのは、身近な住民同士の助け合い。

そのためには、普段からお互いの事を知っておくことや、集落としての決め事、共通

認識を作っておく事が重要です。

防災と福祉の両方の視点から作る「支え愛マップ」の更新を通して、地域の防災力

を高めて、普段の見守り活動に役立ててみませんか？

少なくとも3年に1回程度は更新するよう推奨しています。

※支え愛マップ・・・集落の危険箇所や、避難場所、避難経路、

避難支援が必要な世帯等を住民同士で話し合い、地図に

落とし込んだものです。日常の見守り等にも活用できます。
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令和６年度 事業・決算報告

若桜町社会福祉協議会では、町民の皆さまや福祉関係者等のご理解とご協力をいただき、下記の

事業を展開しました。

■各種会議の開催

・理事会 ５回 ・評議員会 ４回
・監査会 ２回

■各種委員会の開催

・虐待防止委員会 １回
・感染症対策委員会及び研修 ５回
・苦情処理報告会 １回

■役員、職員の会議・研修への参加

・社協役員等の会議・研修参加 ６回
・職員内部研修、外部会議・研修参加
・係長会議 毎月
・虐待防止チェックリストの実施

法人運営事業

介護サービス事業

■居宅介護支援事業 ・実利用者１３０人

・介護保険認定訪問調査 ５３件

障がい者福祉サービス事業

その他事業

■地域福祉センターの管理運営事業

■若桜町共同募金委員会運営支援

■祭壇用具の無料貸出事業

・棺の斡旋 １件 ・位牌の斡旋 １件

・棺、位牌の運搬依頼 ０件

■訪問介護事業 ・実利用者 ５４人

■通所介護事業 ・実利用者 ７１人
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・延べ利用者数 要 介 護 1,336人

要支援等 792人

・延べ利用者数 要 介 護 3,961人

要支援等 942人

・延べ利用者数 要 介 護 757人

要支援等 414人

■自立支援事業 ・実利用者 ３人

・延べ利用者数 251人

■日中一時支援事業 ・実利用者 １人

・延べ利用者数 ４５人

就労継続支援B型

■若ざくらふれあい作業所 ・実利用者１７人

・延べ利用者数 3,294人

・平均工賃 30,618円



・社会資源マップ「お助け冊子」 更新
・サロン世話人交流会 １回
・サロンに関する相談 ４件
・支え愛のまちづくり推進協議会 ２回
・個別支援 １７８件
・個別訪問活動(75歳以上独居宅) １３８件

■各種資金貸付事業

■生活困窮者自立支援事業

■日常生活自立支援事業

・利用者 6人
・相談援助件数 延べ１３２件

○生活福祉資金貸付（県社協受託）
・生活福祉資金貸付
新規貸付相談 ２件 貸付件数 なし
償還継続分 １件

・生活福祉資金新型コロナウイルス特例貸付
緊急小口資金貸付…借入件数１２件
総合支援資金貸付…借入件数１７件

○福祉金庫資金貸付
・償還継続１件 ・償還完了１件

・新規相談 ７件 ・再相談 １件
・相談支援、調整等 延べ ２４４件
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■敬老お祝い事業・ お祝金贈呈 ２８人

■福祉用具貸出事業・短期車椅子貸出６件

■生活お助け事業

・相談受付 ５件 ・新規契約件数 ３件
・利用件数 ９件

■福祉の情報提供

・広報ドリーミー発行 ６回
・ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信

■子育て支援事業

・出生祝い金事業 ６人
・新入学児童お祝い事業 １４人

■福祉推進校支援事業 ・若桜学園へ助成

■若桜町社会福祉大会の開催 11月17日

・講演：「災害時にもいきる日頃の支え合い
～能登半島地震を踏まえて～」
日野ボランティアネットワーク
代表 山下 弘彦 氏

・社協会長表彰：個人６人 ２団体

地域福祉関連の事業

■えんくるり事業 ・相談１件 ・利用１件

■フードサイクル事業

■ふるさと情報発信事業 ・利用者１１人

■総合相談支援事業 ・福祉相談１９件

■歳末たすけあい事業

・慰問、激励活動 １４２人

■支え愛ネットワーク構築事業

・支え愛マップ更新、自治会長訪問 １０集落
・小地域福祉活動研修会 １回
（支え愛マップづくり実践事例報告会）

■サロン事業の普及

・独居高齢者の集い「サロンふれあいの里」
池田・若桜地区合同 ３６人
小地域サロン訪問活動 １０件

・サロン活動補助金の交付 ２１団体

■ボランティアセンター事業

■食事サービス事業

・ボランティア推進協議会 ２回
・ボランティアだより発行 ６回
・ボランティア団体支援

■夏休み体験ボランティア事業

・若桜学園５～９年生 延べ１３人参加

・実利用者７８人 延べ２，９３９食
・ボランティア登録
配達：２３人 調理：１６人

■災害支援対策

・除雪ボランティア活動 実働３件
ボランティア登録
個人：５人 団体：４団体

■福祉団体の育成と連携

・福祉推進団体等事務局の運営
老人クラブ連合会、遺族会
身体障害者福祉協会

■生活支援体制整備事業 ※新規

・相談５件



（単位：円）

 会費収入 1,444,000  人件費支出 111,999,307

 寄附金収入 1,603,296  事業費支出 17,006,438

 経常経費補助金収入 30,942,758  事務費支出 10,504,154

 受託金収入 23,897,716  就労支援事業支出 6,545,341

 貸付事業収入 0  利用者負担軽減額 24,600

 事業収入 108,275  貸付事業支出 0

 負担金収入 884,700  共同募金配分金事業費 1,091,698

 介護保険事業収入 53,401,739  助成金支出 1,124,000

 就労支援事業収入 6,545,926  負担金支出 10,000

 障害福祉サービス等事業収入 29,365,035

 受取利息配当金収入 31,808

 その他の収入 120,115

事業活動収入計 148,345,368 事業活動支出計 148,305,538

 積立資産取崩収入 0  固定資産取得支出 703,120

 施設整備・その他の活動収入計 0  施設整備・その他の活動支出計 703,120

 前期末支払資金残高 50,531,752  当期末支払資金残高 49,868,462

合　　計 198,877,120 合　　計 198,877,120

決算額 支出科目 決算額収入科目

令和６年度資金収支決算報告
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皆様からのご厚意に心より御礼申し上げます。

香 典 返 し 1,375,000円（３２件）

缶詰、果物、野菜等多くのご寄付をいただきました。

食品は生活困窮等で必要としている方へ提供しております。

一 般 寄 付

令和６年度 ご寄付の紹介

さくらオートバイ神社 様 61,468円

鳥取信用金庫 様 50,000円
作業所へご寄付をいただきました。

物品・食品寄付

鳥取県生活協同組合 様 中央人権福祉センター 様 

鳥取県循環型社会推進課 様 鳥取県社会福祉協議会 様

若桜町赤十字奉仕団 様 ヒーター、ラミネーター等

ご利用者 様 囲碁・麻雀セット

(株)ツルハグループ 様 車いす１台

JA鳥取いなば女性会若桜支部 様 お米１０ｋｇ

デイサービスへご寄付をいただきました。



令和7年6月～7月の行事紹介

●おいしい野菜を育てるぞ！

●みんなでクッキング！

美味しいなぁ！

デイサービスだより

早く大きくなって、美味しい野菜
がたくさんできますように♪

利用者の皆さんと一緒に「どら焼

き作り」にチャレンジしました。生

地の厚さやあんこの量、きれいな丸

い形にするのが少し難しく、皆さん

苦戦されていましたが、職員と協力

しながら取り組み、見事に完成させ

ることができました！
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今年は鉢やプランター、畑に二十日大根・

トマト・朝顔など、さまざまな植物を植えま

した！利用者の皆さんにも土をならしたり、

苗を植えたりと積極的にお手伝いいただきま

した。

まだ植えたばかりですが、これから綺麗な

花が咲き、美味しい野菜が育っていくのが楽

しみです。

広報誌への写真掲載はご本人のご了解をいただいております。



この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金事業（一部）で発行しております。

若ざくらふれあい作業所だより
・・・●・・・●・・・●・・・●・・・●・・・●・・・●・・・

８月 ９月

７日 ４日

２１日 １１日

２８日 １８日

２５日

若ざくら生芋こんにゃくの販売 について

（予約販売日） （販売店） ・道の駅 若桜桜ん坊 ・さんフレッシュいなば

・ローランドマーケット ・道の駅 西いなば気楽里

・マルイ宮長店、国府店、湖山店、薬師町店 ・わったいな

販売店は、売切れにならない限り
いつでも購入できます♪

予約購入は下記までご連絡ください。

若ざくらふれあい作業所 連絡先（直通）

電話：７６-５０３５ IP電話：９７６-５０３５

広報ドリーミー 202５.８月号 ⑧

５月１８日（日）に、民生委員さんや家族会のみなさんと一緒にこんにゃく芋を植えま

した。ご協力ありがとうございました！当日は晴天にも恵まれ、土の感触や自然の恵みを

感じながら笑顔あふれるひとときとなりました。みなさんのご協力のおかげで、きれいに

植え付けることができました。これから大切に育てていき秋の収穫をみんなで楽しみに待

ちたいと思います。

こんにゃく作り

若桜産のこんにゃ

く芋を買い取りして

います。昨年度収穫

した芋がありました

ら下記までご連絡く

ださい。

お願い

こんにゃく芋植え

毎週水曜日に利用者7名と職員2名で、心を込めて手作り生芋こんにゃくを若桜町公民館の

調理室で製造しています。作業はそれぞれの工程に分かれて行っており、業務用ミキサーの

操作、ソーダの計量、ハンドミキサーでの撹拌、成型、茹で上げといった流れで、丁寧に仕

上げています。多いときには、1回の作業で500枚以上のこんにゃくを作ることもあります。

作業所のこんにゃくは「味がよくしょむ（染み込む）」のが特長で、さしみこんにゃくとし

てそのままでも美味しくお召し上がりいただけます。
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